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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

 本研究は、環境中の未知微生物から生理活性物質生産株を効率的にスクリーニングする技術を確立

するものである。 

要素技術開発において重要な進展があり研究は順調に進められている。例えば、ドロップレットを用

いたシングルセルゲノム解析技術 SAG-gel を開発し、新たな広がりを持った研究成果に結び付けてい

る。さらに、微生物二次代謝産物のシングルセルラマン解析においても、生理活性物質の菌体内におけ

る局在分布の可視化に成功し、生理活性物質を蓄積した微生物のスクリーニングに適用している。ま

た、ラマンスペクトラムデータベースについても、構築に向けたデータの蓄積並びに解析システムの整

備が進んでいる。 


